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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の政策動向に不透明感はあるものの、好調な企業業

績を背景に設備投資や雇用・所得環境の改善が進むなど、緩やかな回復基調で推移しました。 

 当社グループを取り巻く環境は、企業収益の改善や継続的な人手不足を背景に、社宅管理事務代行事業の市場は

堅調に推移しております。一方、施設総合管理事業は、新築マンションの供給低迷を受け、大手管理会社が積極的

にリプレイス市場へ参入し、顧客基盤獲得のための受注競争は依然として厳しい状況が続いており、高経年マンシ

ョンの管理組合における修繕積立金の不足も深刻化しております。 

 そのような環境の中、当社グループは引き続き、中期経営計画における①ストックビジネスをベースにした継続

的かつ安定的な成長、②お客様にとって価値が更に拡がるような付加価値の高いサービスの創造、③機能分化によ

る意思決定と人材育成の早期化、の３つの戦略に基づき、中長期的な企業価値の向上を目指し、サービスの質を高

め、生産性向上に努める一方で、新規事業・新サービスを積極的に推進し、売上高及び利益の拡大に向けて取り組

んでまいりました。 

 当第３四半期連結累計期間の実績は、売上高57億51百万円（前年同期比4.5％増）、営業利益４億94百万円（同

13.9％減）、経常利益５億28百万円（同9.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は３億34百万円（同

10.7％減）となりました。 

 なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの見直しを行っております。その内容は、事業の性質及び

中期経営計画による事業展開を踏まえ、新規事業及びその他新サービスを「その他」に区分しました。その結果、

以下の前年同四半期比較については、前年同四半期の数値を変更後の報告セグメント区分に組み替えて比較してお

ります。 

 

当第３四半期連結累計期間におけるセグメントの業績は、次のとおりであります。

 

①社宅管理事務代行事業 

 社宅管理事務代行事業においては、企業からのアウトソーシング・ニーズを背景に新規受注は堅調であり、計画

を上回る規模で推移しているものの、稼動時期に若干遅れが生じていることから、売上高は26億42百万円（前年同

期比2.1％減）となりました。また、営業利益は概ね中期経営計画どおり推移したものの、前期における一時的な

付帯収益の減少をカバーすることまではできなかったことから４億56百万円（同10.7％減）となりました。 

 

②施設総合管理事業 

 施設総合管理事業においては、完全子会社化した株式会社全日総管理のリフォーム・リノベーション関連の売上

が寄与し、売上高は27億70百万円(前年同期比8.4％増)となりました。一方で、マンション管理サービスにおける

新規受託（リプレイス）は堅調に増加しているものの、既存物件に解約が発生したことからストックの増加は微増

に留まっております。また、一部修繕工事の完工時期の期ずれも生じたことにより、営業利益は22百万円(同

49.7％減)となりました。これは業界における人材の流動化の影響で中堅社員の退職を若手人材で補ったことによ

り、サービス体制に一時的な対応不足が生じたためであります。今期末に向けては未着手の要修繕工事案件につい

て、早期の完工を目指して取り組んでおります。 

 

③その他 

 完全子会社化した株式会社スリーＳの売上が寄与したことにより、売上高は３億38百万円（前年同期比35.6％

増）となりました。一方で新たなサービスの追加投入に向けては遅れが生じていることから、営業利益は13百万円

（同8.7％減）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ38億19百万円増加し、107億34百万円となり

ました。

 流動資産は、前連結会計年度末に比べ24億48百万円増加し、71億14百万円となりました。これは主に営業立替金

の増加27億４百万円、販売用不動産の増加１億24百万円、現金及び預金の減少３億39百万円によるものでありま

す。

 固定資産は、前連結会計年度末に比べ13億71百万円増加し、36億19百万円となりました。これは主に保有株式の

時価評価に伴う投資有価証券の増加５億70百万円及び株式会社全日総管理との結合に伴う保有資産の増加及び結合

時に発生した、のれんの増加３億17百万円によるものであります。 

 当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ29億65百万円増加し、54億18百万円となりまし

た。 

 流動負債は、前連結会計年度末に比べ27億39百万円増加し、46億46百万円となりました。これは主に短期借入金

の増加27億50百万円、未払法人税の減少１億２百万円によるものであります。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べ２億25百万円増加し、７億72百万円となりました。これは主に長期繰延税

金負債の増加２億18百万円によるものであります。 

 当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ８億53百万円増加し、53億15百万円となりま

した。これは主に資本剰余金の増加４億66百万円、保有株式の時価評価に伴うその他有価証券評価差額金の増加３

億95百万円及び自己株式の取得及び処分による減少１億70百万円によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結会計年度の業績予想につきましては、平成29年８月10日に公表いたしました業績予想から変更はありませ

ん。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年６月30日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成30年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,592,824 2,252,982 

売掛金 227,281 276,962 

営業立替金 1,335,883 4,039,987 

商品 9,638 5,382 

販売用不動産 31,554 155,739 

仕掛品 4,308 8,374 

原材料及び貯蔵品 7,938 10,790 

その他 459,474 369,273 

貸倒引当金 △2,771 △5,075 

流動資産合計 4,666,132 7,114,418 

固定資産    

有形固定資産 131,409 694,813 

無形固定資産    

のれん － 317,350 

その他 191,489 157,666 

無形固定資産合計 191,489 475,017 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,611,422 2,181,847 

その他 394,161 360,015 

貸倒引当金 △80,000 △92,086 

投資その他の資産合計 1,925,584 2,449,775 

固定資産合計 2,248,483 3,619,606 

資産合計 6,914,615 10,734,025 

負債の部    

流動負債    

買掛金 195,353 235,158 

短期借入金 － 2,750,000 

未払法人税等 186,373 84,368 

営業預り金 606,966 539,649 

賞与引当金 33,698 113,708 

役員賞与引当金 27,190 29,297 

その他 856,720 894,117 

流動負債合計 1,906,302 4,646,300 

固定負債    

退職給付に係る負債 183,439 185,484 

その他 363,168 586,892 

固定負債合計 546,607 772,376 

負債合計 2,452,910 5,418,677 

純資産の部    

株主資本    

資本金 713,216 735,410 

資本剰余金 460,465 926,560 

利益剰余金 2,524,387 2,653,219 

自己株式 △288,688 △459,466 

株主資本合計 3,409,379 3,855,722 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 968,226 1,363,628 

その他の包括利益累計額合計 968,226 1,363,628 

新株予約権 84,100 95,996 

純資産合計 4,461,705 5,315,348 

負債純資産合計 6,914,615 10,734,025 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年７月１日 

 至 平成29年３月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年７月１日 
 至 平成30年３月31日) 

売上高 5,504,283 5,751,329 

売上原価 4,330,546 4,502,894 

売上総利益 1,173,737 1,248,435 

販売費及び一般管理費 599,674 753,884 

営業利益 574,062 494,551 

営業外収益    

受取利息 1,167 39 

受取配当金 1,004 1,377 

投資事業組合運用益 1,541 3,530 

受取手数料 － 38,154 

補助金収入 3,797 5,966 

その他 1,062 4,857 

営業外収益合計 8,572 53,926 

営業外費用    

支払手数料 － 8,460 

その他 384 11,175 

営業外費用合計 384 19,635 

経常利益 582,251 528,841 

特別利益    

固定資産売却益 － 2,533 

投資有価証券売却益 2,600 6 

新株予約権戻入益 1,184 768 

特別利益合計 3,784 3,308 

特別損失    

固定資産除却損 54 4 

特別損失合計 54 4 

税金等調整前四半期純利益 585,982 532,146 

法人税等 211,780 197,897 

四半期純利益 374,201 334,248 

親会社株主に帰属する四半期純利益 374,201 334,248 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年７月１日 

 至 平成29年３月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年７月１日 
 至 平成30年３月31日) 

四半期純利益 374,201 334,248 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 92,537 395,402 

その他の包括利益合計 92,537 395,402 

四半期包括利益 466,738 729,651 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 466,738 729,651 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成29年８月１日付で、当社を株式交換完全親会社、株式会社全日総管理を株式交換完全子会社とする

株式交換を実施いたしました。

この結果、当第３四半期連結累計期間においてその他資本剰余金が４億43百万円増加し、自己株式が１億47百万

円減少しております。

また、当社は平成30年２月５日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用さ

れる同法156条の規定に基づき、自己株式を取得することを決議し、当第３四半期連結累計期間において、自己株

式を３億18百万円（355,000株）取得しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が３億18百万円増加しております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成28年７月１日 至 平成29年３月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 合計 
調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 
 

社宅管理

事務代行

事業 

施設総合

管理事業 

売上高            

（1）外部顧客への売上高 2,698,902 2,555,742 249,638 5,504,283 － 5,504,283 

（2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
－ 4,349 45,135 49,484 (49,484) － 

計 2,698,902 2,560,091 294,773 5,553,768 (49,484) 5,504,283 

セグメント利益 511,202 43,924 14,817 569,944 4,118 574,062 

 （注）１．セグメント利益の「調整額」は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成29年７月１日 至 平成30年３月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 合計 
調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 
 

社宅管理

事務代行

事業 

施設総合

管理事業 

売上高            

（1）外部顧客への売上高 2,642,765 2,770,076 338,486 5,751,329 － 5,751,329 

（2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
－ 8,757 62,127 70,884 (70,884) － 

計 2,642,765 2,778,834 400,614 5,822,213 (70,884) 5,751,329 

セグメント利益 456,663 22,102 13,522 492,289 2,261 494,551 

 （注）１．セグメント利益の「調整額」は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．第１四半期連結会計期間において、株式会社全日総管理の株式を取得し子会社化したため、前連結

会計年度末に比べ、報告セグメントの資産の金額は、「施設総合管理事業」において973,005千円増

加しております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

 第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの見直しを行っております。その内容は、事業の性質

及び中期経営計画による事業展開を踏まえ、新規事業及びその他新サービスを「その他」に区分いたし

ました。その結果、前年同四半期比較については、前年同四半期の数値を変更後の報告セグメント区分

に組み替えて比較しております。 
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